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ヒト腸内常在菌の活動を遺伝子・タンパクの制御により最適化する

●研究概要

ヒトの腸内に優勢に存在する細菌（ヒト腸内常在菌叢最優
勢種）を主な研究対象として、腸内常在菌の生理活性代謝
産物の合成・輸送に関わる遺伝子の解明を通じて、腸内環
境を最適化し健康寿命を延伸する技術を開発します。
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・経口成分のヒト腸内常在菌叢最優勢種への影響の網羅的な
解析と腸内細菌を制御する食品の開発
近年の腸内細菌研究の進展により、肥満 (Nature 444:1027–1031 (2006))・糖
尿病 (Nature 514:181-186 (2014))・自閉症 (Nature 549:528-532 (2017)) 等の全

身の疾患が腸内常在菌叢の組成と深く関連することが報告され、腸内常在菌
叢は「もう一つの臓器」と呼ばれています。
私たちは、これまでの研究でヒト腸内常在菌叢最優勢56種 (Nature 464:59-

65. (2010)) のうち、入手可能な45種についてコレクションを作成しています。こ
のうち32種について岐阜嫌気培地 (GAM) で簡便かつハイスループットに培養
可能なことを示しました（図1、論文2）。このシステムを用いれば、経口摂取され

る様々な成分が腸内常在菌に及ぼす影響（腸内常在菌の生育度、代謝産物）
を簡便に解析することが可能です（特許2）。

・腸内常在菌の代謝産物（ポリアミン・芳香族アミン）の制御を

通じた健康増進法の開発
腸内常在菌の菌体そのものは大腸の免疫機構に阻まれてごく一部しかヒト
組織に接触できません。これとは対照的に腸内常在菌の代謝産物は、腸管
上皮を通過して体内に取り込まれ、ヒト健康に対してより直接的な影響を与え
ることから、腸内環境の大部分は腸内常在菌の代謝産物によって決定されて
いると考えられます。腸内常在菌の代謝産物にはヒト健康に有益なもの、有
害なものの両方が存在すると予想されますが、腸内常在菌叢を持たない無菌
マウスの寿命は、通常菌叢マウスの寿命よりも約1.3倍長いことが報告されて
います。したがって、通常菌叢マウスでは腸内常在菌の有害代謝産物による
影響がより大きいと考えられます。したがってこのバランスを好転させ、腸内
菌叢の有益代謝産物を増加させることが出来れば、健康増進および健康寿
命の延伸に有効であると考えられます。
私たちは腸内常在菌の代謝産物のうち、ポリアミン・芳香族アミンに焦点を
絞って腸内常在菌による合成 (論文1, 4)、輸送 (論文3)、宿主が代謝産物に
よってうける影響 (特許1) について解析を行い、腸内細菌の代謝産物を制御
を通じた健康増進法の開発を目指して研究を行っています。
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図1 ヒト腸内常在菌叢最優勢32種を
用いた解析システム

ヒト腸内常在菌叢最優勢種、
プロバイオティクス細菌
などを96-wellプレート上で
グリセロールストックし、
使い捨てで使用。

96-well用植菌スタンプ
を用いたハイスループット
培養・解析が可能。

高度な嫌気培養を必要とする
ヒト腸内常在菌叢最優勢種を
培養することが可能な
嫌気チャンバー

図2 腸内常在菌の代謝産物がもたす
と考えられる疾病とその制御の可能性


